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はじめに 
現代のコンピューティング・インフラストラクチャを取り巻く複雑さは大規模で、かつ常に変化し

ています。テクニカル・インフラストラクチャを最初から正しく設定することは、時間を大幅に節

約するだけでなく、複雑さによって深刻化する下流の問題の量を削減するのに役立ちます。回避で

きる問題の規模は、大きいものはビジネスの新しい方向性に対応する企業の能力への影響から、小

さいものは日常的な運用を管理する能力への影響までさまざまです。相互運用性を念頭において設

計されたOracleソフトウェアおよびハードウェア・スタックに対しては、顧客環境でのデプロイメ

ントの前に、集中的なテストとマルチステージの検証が実施されます。このホワイト・ペーパーで

は、顧客がソフトウェア構成やハードウェア構成のテスト自体を行わなくても済むように、Oracle 

Engineering内の多くのグループがこれらの構成に対して事前のテストと検証をどのように行うか

に重点を置いて説明します。 

Oracle Engineeringは、オラクルが過去に見つけた問題を総合して他の顧客への出力を改善する作

業を含め、製品を顧客の元に届けるために膨大な量の作業を行っています。このホワイト・ペーパー

の目的は、Oracle Engineering組織が、製品の個別のテストと複雑なマルチコンポーネント環境内

でのテストの両方を行う方法について説明することにあります。最終目標は、これらの製品の消費

者が、オラクルによってすでに検証された内容を再テストするのではなく、独自のアプリケーショ

ンやユースケースにより集中できるようにすることです。 
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インストール時の選択により複雑な問題が発生する場合がある 

顧客の複雑な構成を把握し、製品の設計および定

義の不可欠な部分になる能力を備えたOracle 

Engineeringは、厳しい内部テストとフィード

バックのフレームワークを確立してきました。こ

のフレームワークは、内部テストだけでなく、顧

客のデプロイメントでの数十年にわたる経験に

基づいており、オラクルの顧客への最適な製品を

保証するために、多面的にハードウェアとソフト

ウェアの両方のさまざまなコンポーネントをテ

ストします。Oracle Engineeringがこれまでに見

てきた構成の問題の一般的な例には、次のものが

あります。 

インフラストラクチャ・テストへの統合アプ

ローチの良い例が、オラクルのエンジニア

ド・システム内に存在します。エンジニアド・

システムは、事前にテストされたハードウェ

アとソフトウェアのセットアップであり、既

知の一連のハードウェアに基づいた最高のパ

フォーマンスを実現しながら、トラブル

シューティングを大幅に削減するのに役立ち

ます。通常の方法では、困難な問題を解決す

るためのトラブルシューティングに数か月か

かるところを、オラクルによって実行された統合作業のために、問題が

わずか数日で解決された特定のケースに関する記事を読むには、The 

Unexpected Advantage of Engineered Systemsに投稿されているブログ

を参照してください。 

 ハードウェア/ファームウェアのレベルを最新のサポート・レベルが実装されるようにアップグ

レードしていない 

 最高のサポートを受けるためにインストールされる最新のソフトウェア・バージョン、リリース、

関連するパッチを利用していない 

 ドライブのレイアウトが正しく配置されていない 

 OSやアプリケーションが正確または効果的にバックアップされていない 

 バックアップのリストアを適切な時点で効果的に行っていない 

 データベース表領域が将来の増加のために正しく設定されていない 

 将来増加した場合の保守のためのハードウェア・ストレージ・プロビジョニングがない 

 セキュリティ標準に準拠していない 

 顧客とのやり取りにおける各リンクにセキュアな暗号化セキュリティが設定されていない 

 仮想化に関連したパフォーマンス低下に関する効果的な知識がない 

 仮想化に関連したパフォーマンス低下を正常化するさらに多くのサービスをプロビジョニングす

るための知識と能力がない 

 テストと開発を正しいハードウェア上で実行していない 

 ハードウェア固有のパフォーマンスおよびセキュリティ機能を利用していない 

 ハードウェア・フェイルオーバーや高可用性オプションを利用していない 

 シングル・ポイント障害シナリオに対するテクニカル・インフラストラクチャの回復力が低い 

 システム/サービスの相互依存性に関する確かな知識がない 

 シャットダウン/起動手順の認識がない 

 アップグレード・パスおよび手順に関する透明性がない 

 サード・パーティ・ハードウェアおよびデバイス間の互換性の認識がない 

https://blogs.oracle.com/Solaris11Life/entry/unexpected_advantage_of_engineered_systems
https://blogs.oracle.com/Solaris11Life/entry/unexpected_advantage_of_engineered_systems
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 サード・パーティ・ハードウェアおよびプロトコルの互換性の認識がない 

 本番環境のハードウェアとセールス/プリセールス・プロトタイプの間に相違がある 

このホワイト・ペーパーの目的は、顧客がオラクルの内部テストの内容を理解するだけでなく、後

で発生する問題、つまり、システムが新しい間はすぐに現れない問題の原因となる構成やインストー

ル時のいくつかの一般的な選択を解明できるように支援することです。 

製品テストの範囲をはるかに超えたオラクルのテスト方法 

Oracle Engineeringは、コア、統合、ソリューションの3つの領域に重点を置いています。各テスト

領域は、前のレイヤーのフレームワークに基づいており、各領域で実行される内容の詳細な説明が

このホワイト・ペーパーのもう1つの目的です。それにより、このホワイト・ペーパーを読んでいる

顧客が、これから実行するテストの量を削減し、オラクルのテストとの重複を回避できるようにな

ることを期待しています。 

 コア： コア（サステイニングともいう）チームは、最近発表された機能だけでなく古いソフトウェ

アもテストして、これらが動作し、リグレッションやバグが発生していないことを確認します。 

 統合： 統合チームは、コア・チームが作業を終了した地点から作業を開始し、これらのコンポー

ネントを実際の顧客のセットアップに基づいたハードウェアとソフトウェアのマルチレイヤー構

成に組み立てた後、すべてのコンポーネント（Oracle Database、ミドルウェア、およびアプリケー

ション）間のテストを実行します。 

 ソリューション： Oracle Optimized Solutionチームは、実環境のワークロードに基づいた個々の

コンポーネントのテストとチューニングに重点を置き、統合チームが実行した作業から可能性のあ

る最高のパフォーマンスを引き出すことに責任を負っています。これにはまた、バランスのとれた

システム製品が保証されるように、CPU、メモリ、ネットワーク、ストレージを含む予測される機能

を特定するための、ベースライン・コンポーネントに対する健全性チェックも含まれます。 

これらのすべてのレベルで、テスト・チームは、インストールやアーキテクチャのスムーズな実行

を停止または防止する"ハード"バグを見つけることに重点を置きます。さらに、各チームはソフト

ウェアが使いやすく、完全に文書化されていること、またそれによってパフォーマンスに優れた顧

客のデプロイメントという最終目標までのできるだけスムーズなプロセスが提供されることを確認

するために、各ソフトウェアの"理念"を評価します。 

次に、この3つのグループの作業についてより詳しく説明します。 

コア/サステイニングテスト 

コア・テスト・チームには、Oracle Solaris（Oracle Solarisが実行されるすべてのOracleハード

ウェア製品を含む）や関連するすべてのテクノロジーを実行している顧客を15年以上の期間（この

ホワイト・ペーパーの執筆時点）にわたって改善し、サポートしてきた経験があります。これは、

顧客がUFSなどの既存のファイル・システム・テクノロジーからオラクルのZFSなどのより現代的な

テクノロジーに移行する方法について質問するために頼るグループです。このグループはまた、顧

客に仮想化テクノロジーなどのOracle Solarisのコア機能に関するフィードバックを求め、それら

の機能が実際の顧客サイトでどのように使用されているかを確認することもあります。表1に、この

グループが監視する一般的なテスト・パターンのいくつかを示します。 
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表1：コア・チームのテスト 

カテゴリ テスト対象 利点 

アップグレード UFSからZFSへの移行 検出された問題やこのアップグレード・パスに

よって一般に発生する問題が緩和されるか、ま

たは問題の回避方法が既存のドキュメントで

説明されています。 

ネットワーク IPoIBプロトコル・スタックの広範囲にわたるテ

スト 

このプロトコルは、タイムアウトを発生させる

ことなく、InfiniBandの帯域幅いっぱいの負荷に

耐えることができます。 

仮想化 50以上のゾーンのテスト 多数のゾーンを同時に実行できます。疎ルー

ト・ゾーンの一元化されたパッチ適用がテスト

されます。 

パフォーマンス ベース検証 Oracle Solarisのすべての新しいバージョンに

古いバージョンからのパフォーマンス・リグ

レッションがあるわけではありません。 

操作性 エンジニアド・システムのための自動インス

トール・スクリプト 

Oracle SuperClusterは複雑なインストール・ス

クリプトを使用して自己構成するため、コア・

チーム・メンバーはこのプロセスの管理者にな

ることで、Oracleエンジニアド・システム・ファ

ミリーの信頼性の高いインストールおよび構

成方法を保証するとともに、ハードウェアと基

本ソフトウェアの常に"正しい"インストールも

保証します。 

管理 Oracle Solarisの障害管理アーキテクチャ

（FMA）の関連性のテスト 

ハードウェア監視の公表された機能が説明の

とおりに動作するため、事前管理によってサー

ビス停止時間の機会が低減します。 

リグレッション 新しいすべてのパッチの、以前のバージョンの

OSと古いすべてのバージョンにおけるテスト 

新しいパッチが追加されても、その環境の他の

機能が停止することはありません。 

リグレッション I/O、ネットワーク、ストレージのすべてのドラ

イバのテスト 

オラクルのコンポーネント（HBA、カード）が

既存のコンポーネントに影響を与えずに動作

します。 

適合性/標準 ソフトウェアが政府規制や業界ルールに準拠

していることのテスト 

政府規制や規制標準を満たしていることを保

証します。これはRFPにとって重要な場合があ

ります。 

認定 サード・パーティ認定テスト サード・パーティ認定（サード・パーティ・ソ

フトウェアのオラクルによる認定と、Oracleソ

フトウェアのサード・パーティ認定の両方）に

より、意図したとおりに動作するソフトウェア

が提供されることを保証します。 

ソフトウェア Oracleソフトウェア（アプリケーションおよび

ミドルウェア）の機能検証 

個々の製品ごとに事前に選別された、エラーの

ないインストールおよび文書化。 

グローバリゼーション Oracleハードウェア/ソフトウェアが配布され

るすべての言語での翻訳および同じ操作性の

テストの管理 

Oracle Solaris、Java、および関連するソフト

ウェア/ハードウェアで動作するすべてのロー

カライゼーションで同じ操作性を提供します。 
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たとえば、コア・チームがまず、

Oracle Solaris Zones（仮想化テクノ

ロジー）について、サーバー上で最

大10ゾーンを作成してテストしま

した。チーム・メンバーはいつもの

ように、顧客はサーバーあたり50を

超えるゾーンを使用していること

を理解して、顧客がデプロイしてい

た数を超えるようにそのテスト・

ユースケースを調整しました。その

後、Oracle Optimized Solutionsチー

ムは、その情報を使用してOracle 

Optimized Solution for Enterprise 

Database Cloudを作成しました。 

セキュリティ セキュリティのテスト 公開された暗号化の公表された強度が存在す

ることを保証します。 

カバレッジ "何が何と連携して、いつ動作するか"のテスト テストがすべての顧客ユースケースをカバー

していることを確認するための、個々のOracle 

Solarisコマンドからドライバのやり取りまで

の、すべてのコンポーネントの包括的なデータ

ベースが提供されます。 

 

この表は、コア・チー

ムが何を行うかを説

明しています。すべて

の個々のコンポーネ

ント（既存のソフト

ウェアとリリース前

のソフトウェアの両

方）が、まずコア・チー

ムによって機能テス

トとしてテストされ

ます。この意味で、機

能テストは、"予定ど

おりにインストール/

実行されるか。"と、"

その場合、すでにそこ

にある他のすべての

ものと連携して動作

するか。"の両方を示

します。 

システム統合テスト・チームは、コア・チームが作業を停止した地点から作業を開始します。コア・

チームは、個々の製品のインストール方法が予定どおりに動作すること、および新しい製品が既存の

機能を妨げないことを確認します。システム統合チームは、テスト・フレームワークの次のステップ

として、より高レベルのすべてのコンポーネントが連携して動作することの確認に重点を置きます。 

図1：Oracle SuperCluster上に構成された複数の典型的なOracle Solaris 

Zones 

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/engineered-systems/sparc-supercluster/db-cloud-using-sparc-supercluster-1875862.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/engineered-systems/sparc-supercluster/db-cloud-using-sparc-supercluster-1875862.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/engineered-systems/sparc-supercluster/db-cloud-using-sparc-supercluster-1875862.pdf
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システム統合テスト 

システム統合チームは、より複雑なデプロイメント・シナリオで各コンポーネントがどのように連

携して動作するかをテストします。このチームは、数年にわたる顧客エンゲージメントに基づいて

最適なテスト・アーキテクチャを事前予防的に設計し、これらのアーキテクチャをオラクルの内部

でレプリケートして、テストを行うための実環境の多層アーキテクチャを作成します。結果として

得られる構成には、顧客サイトに存在するあらゆるデプロイメント・シナリオが含まれます。構成

がすべてオラクル製品である場合も、その他の場合も、テストを実行するためにサード・パーティ

のストレージやネットワークが使用される場合もあります。これらの顧客のデプロイメント方法が

オラクルの内部でレプリケートされた後、システム統合チームはソフトウェアをデプロイし、顧客

がオラクルに対して関心を示した複雑な進化を計画および実装します。システム統合チームが見つ

けてテストする内容のリストについては、表2を参照してください。 

 

 

表2：システム統合テスト 

カテゴリ テスト対象 利点 

アップグレード： ストレージ 古いFCストレージからオラクルのPillar Axiom

ストレージ・システムへの移行 

このテストにより導き出されたOracle Pillar 

Axiomドキュメント・セットからドキュメント

が提供されます。 

アップグレード： OS Oracle Solaris 10からOracle Solaris 11への移

行およびアップグレード 

OSをアップグレードしても、機能にリグレッ

ションが生じないことを保証します。 

アップグレード： 従来のオラクルのSPARC 新しいI/Oレイアウトおよび詳細なパフォーマ

ンス・プロファイル 

最適な移行パスを文書化するためにOracle 

Optimized Solutionsチームへの直接入力が実行

されます（このホワイト・ペーパーの後の項を

参照）。 

管理 ハードウェアとソフトウェアの監視および保

守のためのOracle Enterprise Manager Ops 

Centerの公表された機能の検証 

個々のサーバーやOracleエンジニアド・システ

ムを管理するための機能が検証されます。 

インストールおよびデプロイ インストール・チェックリストの検証およびバ

グの修正（検出された場合） 

サービス技術者と、事前にロードされたOracle 

Solarisの両方によるソフトウェアの標準化さ

れたインストールにより、顧客による再インス

トールやパッチの再適用の必要性がなくなり

ます。 

インストールおよびデプロイ 複雑なインストールがソフトウェア設計者の

意図どおりに、また顧客の期待を満足させるよ

うに実行されることを保証するための、標準の

エクスペリエンス（OOBE）テスト 

手動インストールと自動インストールがより

短い時間で実行され、かつインストール・ド

キュメントと同期されます。 

インストールおよびデプロイ 複数の方法によるテスト 顧客エンゲージメント経由で見られる通常はと

られない手順もテストされます。バックアップか

らのOSインストール、USBデバイスの使用、既

存のプラットフォームからの移行のテストに

よって、さまざまなインストール方法が説明のと

おりに動作することが保証されます。 
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RAS 負荷の高いシステム上でのOracle VM Server 

for SPARC（LDOM）の動的再構成の実行 

vCPUやメモリの動的な削除/追加が障害なしで

実行されることを保証します。 

RAS I/Oサブシステム、高パフォーマンス・システム

上のExternally Initiated Interrupt XIRへの障害

の注入、負荷の高いシステム上でのJTAGシャ

ドウ・スキャンの適用、実行中のシステム上で

のCPUおよびメモリ・エラーの注入、サービ

ス・プロセッサ上での多数（10以上）のユーザー

の当時実行、サービス・プロセッサの高速再起

動ループ・テスト 

発見されにくいデータ破損やその他の自明で

ない障害が検出され、修正されることを保証し

ます。 

RAS ソフトウェア内のメモリ・リークのテスト これらのエラーは多くの場合、24/48/72時間後

にしか検出されないため、インストール時に診

断することは不可能です。顧客サイトでのメモ

リ負荷テストの必要性をなくします。 

RAS すべてのコンポーネントのホット・プラグ・テ

スト 

実行中のシステムや負荷の高いシステムから

コンポーネントを削除しても、ドライバやOS

の予期しない問題は発生しません。 

RAS すべてのハードウェア・コンポーネントのバー

ンイン・テスト 

ディスク、メモリ、ネットワーク、CPU、シス

テム・ボード、およびすべてのコンポーネント

に対するサプライヤ・バーンインを検証するた

めの新しいハードウェア・バーンインにより、

新しいコンポーネントのための確立された信

頼性ガイドラインを満たすことを保証します。

高品質の製品に対するサプライヤ保証の内部

での検証により、ハードウェアの長期の信頼性

がさらに保証されます。 

障害の修正 バグが検出された場合、システム統合チーム

は、そのバグの追跡と解決に責任を負うエンジ

ニアを割り当てる 

バグおよびその解決のプロセスを監視するた

めの既知の窓口が存在します。 

パフォーマンス 組み合わされた複数の仮想化テクノロジーを

使用した論理ドメイン/Oracle VM Server for 

SPARCのパフォーマンス・テスト 

負荷の高いシステム上でリソースが完全に活

用されている場合は、複数の仮想化テクノロ

ジーを実行している場合の競合の問題が現れ

ないことを保証します。 

相互運用性 I/Oテクノロジーの組合せテスト：  iSCSI、

FCoE、FC、InfiniBand、IPMP、リンク・アグ

リゲーション 

すべての接続スタックが、最大のパフォーマン

ス・レベルで互いに通信します。 
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オラクルは、現在のシステム設計の統合テストを、将来の設

計または機能の潜在的な変更に対して堅牢な方法で行うこと

を明言しています。たとえば、推奨されるシステム設計は、

ルート・ディスクのミラー化や代替の物理または仮想ドライ

ブへのフェイルオーバーを採用しています。新たに登場した

iSCSI SANテクノロジーの人気を反映して、表3には、これも

すでにテストされている、テクノロジーの次の9つの関連する

組合せを示します。 

内部のチームが使用しているテ

スト・プロセスについて詳しく

は、次のOracleホワイト・ペー

パーを参照してください。 

『The Oracle Integrated Stack – Complete, Trusted 

Enterprise Solutions』 

 

 

表3：テストされたブート・ドライブ・テクノロジーのタイプ 

  ルート・ミラーのタイプ  

ルート・ディスクのタイプ ローカル 仮想 iSCSI 

ローカル X X X 

仮想 X X X 

iSCSI X X X 

 

これらのテクノロジーの特定の組合せのいくつかは現在の技術的設計に含まれていない可能性があ

りますが、テクノロジーの"妥当な"組合せの検証によって、現在および将来のエンジニアド・シス

テム設計が、意図した設計変更と不注意による設計変更の両方に対して堅牢になることが保証され

ます。これは、"十分なだけ"のテストではなく、"必要以上の"テストに基づいた、堅牢な技術設計

のベスト・プラクティスです。図2は、互換性と相互運用性に関して調査およびテストされた、エン

ジニアド・システム・テクノロジーのバリエーションのいくつかを示しています。 

 

図2：エンジニアド・システムに対するシステム統合チームのテスト・マトリックス 

機能コンポーネントのテストに加えて、システム統合チームは、実際の顧客のセットアップによっ

て決定されるテーマを絞った構成をテストします。これらの"テーマ"は次のとおりです。 

 ERP 

 財務 

 データベース 

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris/documentation/integratedstacktesting-168417.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris/documentation/integratedstacktesting-168417.pdf
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 パフォーマンス検証 

 次世代のテスト（プレリリース・システムのテストのため） 

これらのテーマを絞ったプラットフォーム上で実行されるテストは、以前の機能検証に基づいてい

ますが、それらのテストとは大きく異なります。これらの違いは、ハードウェア自体に関連した詳

細事項から発生する微妙な違いが中心であり、それらを次に示します。 

 I/Oカードは、全体的なI/O帯域幅に基づいて、リソースの最適な利用のために配置されます。 

 アーキテクチャは、オラクルのベスト・プラクティス・ガイドで推奨されている、ストレージ・

レイアウト、ネットワーク冗長性、およびバックアップ/リカバリの容易性の"ベスト・プラクティ

ス"に従うようにインストールされます。 

 インストールは、インストールの標準に従って、jumpstart（Oracle Solaris 10以前）またはOracle 

Solaris自動インストーラ機能（Oracle Solaris 11）によって実行されます。 

製品テストの最後のレイヤーでは、システム統合チームから構成を受け取り、Oracle Optimized 

Solutionsを使用してパフォーマンスに優れた、顧客がデプロイ可能な構成を構築します。Oracle 

Optimized Solutionsチームは、以前のテスト方法と学んだ教訓のすべてを取り入れていますが、実

環境のデプロイメントやライフ・サイクルにおける懸念事項により重点を置いています。特に、イ

ンストール時だけでなく、数年間に及ぶアップグレードと改良のサイクルを通じて、全体的なシス

テム・パフォーマンスの測定に重点を置いています。 

Oracle Optimized Solutions 

Oracle Engineeringで実行されるテストの3番目の領域はOracle Optimized Solutionsグループで実

行され、これは顧客にもっとも公開されているリソースです。Oracle Optimized Solutionグループ

は、コア・チームとシステム統合チームが作業を終了した地点から作業を開始し、Oracleソフトウェ

アとOracleハードウェアの間で実行できる内容についての制限を取り除くアーキテクチャの作成に

責任を負っています。システム統合チームがマルチコンポーネント・アーキテクチャのテストを実

行するのに対して、Oracle Optimized Solutionsチームはその作業を受け取り、可能性のある最高

のパフォーマンスを得るためのアーキテクチャのチューニングと最適化に膨大な時間を費やします。

さらに、このチームは、バックアップとリカバリやアップグレード・サイクルなどのより長期間に

わたる考慮事項に対処した後、これらのチューニングを顧客が使用できるように文書化します。そ

の結果、Oracle Optimized Solutionグループは、特定のユースケースで特定のパフォーマンスを実

現する、外部で再現可能な参照アーキテクチャに重点を置きます。 

Oracle Optimized Solutionsチームは、顧客サイトで非常に時間のかかるパフォーマンス調査を行

うことなく、可能性のある最高のパフォーマンスを得る方法について説明した実装ガイドを提供す

るとともに、購入可能な具体的なアーキテクチャを提案します。オラクルの内部では、Oracle 

Optimized Solutionsチームには、このテストを実行する対象となる最適な製品（ハードウェアとソ

フトウェアの両方）を選択する自由があります。その結果として、予測可能なパフォーマンスを提

供しながら、顧客サイトでただちに実装できる最善のアーキテクチャが実現されます。初期のデプ

ロイメントの容易性だけでなく、管理や将来の規模拡大における容易性も提供するように注意が払

われます。Oracle Optimized Solutionsから得られる利点を表4に示します。 
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表4：Oracle Optimized Solutionsのテスト 

カテゴリ テスト対象 利点 

パフォーマンス Oracle Optimized Solutionsの資料には、実装ガ

イドが付属します。これは、ソフトウェアのす

べての側面を、Oracleハードウェアのすべての

側面を最大限に活用するように構成する方法

に関するステップ・バイ・ステップ・マニュア

ルです。 

いずれかのOracle Optimized Solutionの開発の

平均時間は、チューニングとパフォーマンス調

査の10週間です。実装ガイドの各ステップに従

うことによって、最高のパフォーマンスの最大

90%が達成されます。それにより時間が節約さ

れ、将来的な規模の拡大のための最適なベース

ラインが確立されます。 

簡便性 Oracle Optimized Solutionsの資料は、オラクル

のポートフォリオでの最適な選択に基づいた

最新のハードウェアおよびソフトウェアの

セット構成について説明します。 

ハードウェアの選択方法は多数存在しますが、

すでに広範囲にわたってテストされたアーキ

テクチャに依存することにより時間が節約さ

れ、最適なデプロイメント・ベースラインが保

証されます。 

ベースライン Oracle Optimized Solutionsの資料は、バック

アップとリカバリ、ディザスタ・リカバリ、そ

れに将来的な規模の拡大を考慮に入れていま

す。さらに、各ソリューションが予測したとお

りに動作し、各コンポーネントが間違いなく連

携して動作することを確認するために、Oracle 

Optimized Solutionsアーキテクチャのすべての

コンポーネントに対して行われる健全性

チェックがあります。 

バックアップとリカバリやディザスタ・リカバ

リなどのより長期的なライフ・サイクルにおけ

る懸念事項は、問題が発生するときわめて重要

であるにもかかわらず、多くの場合、サービス

のインスタンス化の時点では考慮されないた

め、後でより複雑な統合作業が必要になりま

す。アーキテクチャのすべてのコンポーネント

が最初に計画どおりに、完全なソリューション

として総合的に機能した場合、利点には、コス

トの削減、リスクの軽減、顧客の生産性の向上

などが含まれます。 

簡便性 Oracle Optimized Solutionsのすべての資料は、

その他のOracle Optimized Solutionsの資料と

ともに機能するように設計されています。 

たとえば、Oracle Optimized Solution for Oracle 

Databaseは、Oracle Optimized Solution for 

Oracle E-Business Suiteとともに機能するよう

に設計されているため、あるソリューションで

説明されている方法が他のすべてに適用され、

文書化されたコンポーネントからアーキテク

チャを作成するのに役立ちます。 

適応性 広範囲にわたる（12週間の）テスト時間はおも

に、もっとも顧客に合ったワークロードを作成

するためのワークロード開発に取られます。多

くの場合、Oracle Optimized Solutionは、まだ

リリースされていない内部アクセスのみのソ

フトウェアにアクセスでき、内部のフィード

バックと内部のリグレッション・テストを保証

するために、健全性チェックに加え、パフォー

マンス・チェックを実行します。 

広範囲にわたる文書化は、内部テストの内容が

文書化されていること、およびオラクルがテス

トした内容と顧客が実行している内容の間の

サイジングの変換を容易にするために、その文

書化が最大数の顧客にもっとも適しているこ

とを保証します。そうすることで、顧客は、す

べてが連携した動作を確実に達成できます。そ

の過程で、Oracle Optimized Solutionをデプロ

イする顧客の側での時間のロスや生産性の低

下を防止するために、チェックとバランスに

よって、ベスト・オブ・ブリードでない可能性

のあるコンポーネントや正しく動作していな

いコンポーネントがソリューションから取り

除かれます。 
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コスト すべてのアーキテクチャで、全体的なパフォー

マンスとハードウェア/ソフトウェアのコスト

の間のバランスが考慮されます。 

広範囲にわたる総所有コスト（TCO）調査が

Oracle Optimized Solutionsファミリー内の

個々のソリューションで使用可能であり、すべ

てが実際のテストに基づいているため、それら

は競合他社の製品に十分に対抗できます。 

適応性 すべてのテストが、顧客がこれらのテストを実

行した場合と同じように実行されます。 

ベンダーによっては、より優れたパフォーマン

スの数値を得るために、特定のコンポーネント

を無効にしたり、仮想化なしで実行したりする

場合があります。Oracle Optimized Solutionsの

すべてのテストは、顧客がこのテストを本番環

境で実行した場合と同じように実行されます。 

 

表5に示されている、オラクルからのみ得られる次の利点を考慮してください。これらはすべて、正

しく動作するようにOracle Engineeringで事前にテストされ、Oracleハードウェア上の実行中の

Oracleソフトウェアから発生します。 

表5：統合に固有の利点 

カテゴリ 相乗効果 利点 

セキュリティ Oracle WebLogic Serverと、オラクルのSPARC

プロセッサ上の暗号化アクセラレーションの

統合 

IntelまたはIBMソリューションより3倍高速で

あり、10分で実装可能な、追加コストの発生し

ない暗号化アクセラレーション。 

セキュリティ ネイティブなOracle WebLogic Server暗号化ア

クセラレーションのサポート 

暗号化保護がアプリケーション内ではなく、ア

プリケーション・サーバーのレベルで発生する

ため、アプリケーション変更なしで上の利点が

提供されます。 

セキュリティ オラクルの SPARC サーバー上の Oracle 

Databaseのためのネイティブな透過的データ

暗号化（TDE） 

追加コストの発生しない暗号化により、暗号化

機能が競合プラットフォームに比べて最大

300%高速化され、しかもデータベース全体に

わずか数分で実装されます。 

その他   

 

Oracle Optimized Solutionsグループと、他の2つのチームによる、その基盤となる作業によって、

Oracleスタック上でOracleを実行することの際立った利点がいくつか提供されます。 

 顧客がソリューション領域内で特定の目的を達成するために必要なハードウェアのサイズと量を

見積もるのに役立つように、各レベルでのパフォーマンス情報がすでにきめ細かいレベルで取得

されています。 

 パッチの適用、保守、およびディザスタ・リカバリに関するライフ・サイクルでの懸念事項（販

売時には、たいてい見落とされる）が適切に文書化されてOracle Hardware Engineering内で認識

されており、さらに特定のガイドラインに対して計画されます。 

 また、これもまた、アプリケーション固有の打合せの中ではたいてい見落とされるエンド・ツー・

エンドのセキュリティも計画されます。Oracle Hardware Engineeringでの総合的な、経験に基づ

いた見通しにより、オラクルの優れたセキュリティ機能によって提供される固有の価値を上の各

レイヤーに適用できるようになります。 
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さらに、オラクルにはハードウェア部門とソフトウェア部門の間で連携して作業するエンジニアリ

ング・チームがあるため、テクノロジー・コンポーネントが異なるベンダーから購入された場合に

は存在しない相乗効果が生まれます。 

結論 

オラクルは、各テスト・グループの枠を超えて互いの成果に基づいて作業することにより、ハード

ウェアとソフトウェアの完全なスタックを用意することがなぜ固有の利点を顧客に提供できるかを

示そうと努力しています。すべてにオラクルのコンポーネントを使用する利点は、文書化とテスト

を通して、特定のハードウェア機能とソフトウェア機能の間の相互作用が明確になったときに現れ

ます。オラクルの1つのIndustry Business Unitソリューションのアーキテクチャ・レイアウトを示

す次の例を確認してください。 

 

図3：統合警察活動プラットフォームの高水準の概要 

これは、多層アーキテクチャが特定の問題をどのように解決するかを示す高水準の概要です。この

場合は、公共機関および中間となる政府機関の複雑なコミュニケーションが必要です。3つのグルー

プの作業をこのアーキテクチャに重ね合わせると、きわめて複雑な一連のテクノロジーを、オラク

ルがすでに内部的に実行してきた作業を使用してはるかに簡単に実装できる様子を確認できます。 
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図4：Oracle Optimized Solution製品にマッピングされた統合警察活動プラットフォーム 

上の図は、高度なスキルを持つ数千の作業者にサービスを提供するように設計された複雑なアーキ

テクチャを示していますが、このアーキテクチャの実装を、このホワイト・ペーパーで説明されて

いる3つのグループの作業を通してより理解しやすいものにすることができます。Oracle Optimized 

Solutionsグループは、堅牢なテストの基礎を使用して、インストール時の削減に対応するだけでな

く、パッチ適用、アップグレード、ディザスタ・リカバリ・シナリオなどのライフ・サイクルにお

ける懸念事項も考慮に入れた、上のすべてのコンポーネントのための既製のアーキテクチャを開発

しました。 

このホワイト・ペーパーに含まれている表は、組織が内部で実行するテスト（同じテストがすでに

オラクルの内部で実行されているために実行する必要がない可能性もあります）を評価するための

チェックリストになるように設計されています。これらの項目のいずれかについて詳しくは、Oracle 

Engineeringへの取次ぎが可能なオラクルのテクニカル・セールス・コンサルタントにお問い合わせ

ください。 
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